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"sTAR-Ⅲ''のシステム構成概要

株式会社野村総合研究所が提供する証券会社向け共同システムサービス"STAR-Ⅲ”は,パソコン(パーソナルコンピュータ)･サーバなど最

新のコンピュータ技術を利用し,基幹業務および営業支援をクライアント サーバコンピューティングで実現している｡

1994年12月,米国マイクロソフト社はWindows

NT削)3.5(コード名:デイトナ)を止式出荷した｡

初版(Windows NT3.1)出荷から1年を経てWin-

dows NTを採用した企業情報システムの構築プロ

ジェクトが急増している｡しかし,信頼性に対して

きわめて強い要求のある業務的特性から,金融分野

の基幹業務でWindowsNTを利用した例はない｡

株式会社野村総合研究所の"STAR一Ⅲ''(Secu-

ritiesTotalAssociatedRealtimeSystem-Ⅲ)は,

クライアント端末にWindowsNTを,通信サーバに

UNIX叉2)を採用した大規模な証券共同オンライン

システムである｡このシステムの特徴は,基幹業務

にWindowsNTを採用した点,オンライン業務に加

えて投資情報･電子メール･EUC(EndUserCompuト

ing)など,クライアントサーバ型のシステムサービ

スを統合的にサポートするミドルウェア(開発コー

ド:DOLFIN)を開発した点にある｡

このシステムは1995年5月から稼動を開始した｡

これを契機にWindows NTを利用した基幹業務シ

ステムの構築が加速されるものと期待できる｡

*株式会社野村総合研究所証券システムー部 **株式会社野村総合研究所基盤システム技術部

***株式会社日立製作所情報システム事業部 ****日在システムエンジニアリング株式会社
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n はじめに

株式会社野付総†ナ研究所(旧社名:野村コンピュータ

システム株式会社)は,1966if三に証券会社Ih=ナ共同システ

ムサービスを開始した｡このサービスは1974iFにオンラ

インシステム化され"STAR''と名付けられた｡その後

1985年"STAR-Ⅱ''としてシステムを全面再構築し,現

在に至っている｡

今臥 顧客ニーズに柔軟かつ迅速に対ん』するために,

最新技術を円いた"STAR一Ⅲ''の構築を進めている｡

STAR-Ⅲの主な特徴は,次の3点である｡

(1)複雑かつ高度な処理を必要とする証券基幹業務をパ

ソコン上で初めて実現する｡

(2)証券業務系処理はもとより,経常･営業･投資情報

などの情報系･非定型処坪を含む各部門業務処理,ワー

プロ(ワードプロセッサ)などのOAソフト,竜子メール

によるコミュニケーションツール,ペーパーレスシステ

ムなどのすべてを一つのパソコンに統合して提供する｡

(3)高度な信頼件とセキュリティが求められる金融業界

で,次世代ネットワーク技術を基盤とし,複数会社が相

乗りして利片ける田内最人級の山常LAN間接絞綱を構

築する｡

ここでは,クライアント端木にWindowsNTを,通信

サーバにUNIXを才采糊した"STAR-Ⅲ''の概要について

述べる｡

囚 Windows NTの証券基幹業務への適用

マイクロソフト社がWindows NT3.1日本譜版を奴

詫間始したのは1994年1JJであったが,多くの企業から

i_引lされたOSでありながら,件能巾の問題や流通ソフト

の少なさなどの=哩由で本格普及には雫らなかった｡しか

し,1994年12月にNT3.5が正式出荷さjlてからは状況

が変化しつつあり,多くの企業が部｢1業務や部門系サー

バOSとしてWindows NTを導入する検討を始めて

いる｡

STAR-Ⅲでは,NT3.1の販売開始の荊から検討を始

め,1994年4月にこのシステムでのWindowsNT採用を

止式発表した｡当初計r叫では,クライアント端末には

※1)Wi11dowsNTは,米r+ヨMicr()S()ftCorp.の商標である｡

※2)UNIXは,Ⅹ/OpenColllpallyIJimitedがライセンスし

ている米r上ほらびに他の田における管絃商標である｡
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を採用する予定であったが,WindowsNT採用に踏み切

った最大の理由は,パソコン上でプリエンプティブなマ

ルチタスク機能を提供するWindowsNTの｢今後の発展

性+を高く評価したからである｡

証券業務にl批らず金融機関の端末システムではプリン

タなどのⅠ/0(入出力)機器が接続される｡Windows3.1

のパソコンは利用ニーズが高いが,マルチタスクなどの

機能がなく,Ⅰ/0機器などを同時に動イ乍させることがで

きない｡STAR-Ⅲでは,プリンタなどⅠ/0機器を接続す

るマシンでUNIXワークステーションが役割を分担する

予定であったが,プリンタ接続などの評価を実施し,

Windows NTを採用した｡

WindowsNTは,今後の流れからみて採用メリットが

大きい｡第一のメリットは価格の安さである｡Windows

NTはUNIXに比べ,機能を落とさずに′女価にシステム

を構築することができる｡第二のメリットはマルチベン

ダ環境の実現が容易な点である｡

STAR-Ⅲは,基幹業務をクライアント サーバ コンピ

ューティングで実現する場合の一つのモデルになる｡

B windows NTを利用した統合型プラットフォーム

の開発

クライアント端末の画面イメージを国=にホす｡同図

の左上のウインドウでは,業務オンラインサービスの画

※3)Windowsは,米同MicrosoftC()rp.の商標である｡
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図lクライアント端末の画面イメージ

業務オンラインサービスのほか,新情報,時価･投資情報などの

サービスを同時に受けることができる｡
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面を表示している｡また右下のウインドウでは,外部情

報ベンダの提供する情報サービス画面を表示している｡

このようにSTARrⅢのサービス内容は,現行オンライン

サービスに加え,時価･投資情報,OAなどの機能を統合

的にサポートする｡

(1)業務オンラインサービス

株式注文約定,顧客口座管理などすべての証券会社に

必要な業務,および中期国債ファンド,利金ファンドな

どの業務を処理する｡これらの業務は現行業務系ホスト

コンピュータで処理される｡

(2)新情報サービス

主として営業企画部門の省力化･高品質化を目的とし

て営業実績情報などの検索･リクエストおよびEUCに

よる情報加工などの機能を提供する｡これらの業務は新

情報サービス用並列コンピュータおよびクライアントパ

ソコンで処こ哩される｡

(3)OAサービス

マイクロソフト社のWORD,EXCEL,WORKS,

ACCESSが利用できる環境を提供する｡業務系･情報系

の機能で得られた結果をカット アンドペーストで編集

可能とする｡

(4)時価･投資情報サービス

株式会社野村総合研究所の投資情報システムや外部情

報ベンダのシステムと接続することにより,株式債券な

どの銘柄情報･ニュースおよび株式会社野村総合研究所
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図2 STAR-Ⅲ端末システムのソフトウェアプラットフォーム

UNIX,WindowsNTなどの基本ソフトウエア上に,統合型プラット

フォーム(開発コード:DOLF州)を開発した｡DOLF州ま,オープン

性と同時に,高性能･高信根性を追求している｡

の投資情報サービスを受けることが可能である｡

STARlⅢ端末システムのソフトウェアプラットフォ

ームを図2に示す｡従来のオンラインプラットフォーム

に比較すると,よりオープンな環境となっている｡今川

これらの機能を統合的にサポートするために,新たに独

自のミドルウェア(開発コード:DOLFIN)を開発した｡

DOLFINは,既存のオンラインシステムとオープンプラ

ットフォームの共存を実現するという点で,システム部

門の悩みを解決する｢統合型プラットフォーム+である｡

その特徴について以下に述べる｡

(a)既存オンラインシステムを変更することなく,最

新のオープン環境のメリットを享受できる｡

(b)業務系,情報系,外部情報,ワープロ･表計算な

どを一つのパソコン上にインテグレートできる｡

(c)ダウンサイジングシステムへの段階的移行を実現

することができる｡

DOLFINが提供する機能の概要を表1にホす｡

田 自営+AN間接続網の構築

｢ダウンサイジング+の潮流の中で,基幹業務のネット

ワーク構築も変化してきた｡すなわち,オープンプラッ

トフォームの構築を前提に,通信プロトコルTCP/IP

表I DOLFINが提供する機能概要

主に七つの機能に分類される｡オープンプラットフォーム上で,

オンラインミドルウエアなどの金融機関向け機能をサポートして

いる｡

機 能 概 要

端末オペレーション オープンシステム環境で,ユーザーフレン
支 援 機 能 ドリーな端末オペレーションを支援する｡

オンラインミドル

ウエア機能

既存オンラインシステムに手を入れること
なく,オープンシステム環境と接続し,オン

ライン処王里を実現する｡

クライアントサーバ クライアントPC上のAPLと,UMX上のRDB

型リ ンク 機 能 対応サーバAPLをリンクする｡

システム維持

管 三哩 機 能

オンライン環境･クライアント環境の構成

情報の一括管理,障害情報取得,ソフトウェ

ア配布管理などの機能を提供する｡

高信頼プリ ント 高度な信頼性が要求される証書などのプリ

制 御 機 能 ント制御機能を提供する｡

OAソフトサポート

機 能

OAソフトや電子メールなどのコミュニケ

ーションツールを簡単に,かつ快適に利用
する環境を提供する｡

アプリケーション

サポート機能

オンライン環境,クライアントサーバ環境

などに共通なアプリケーションサポート

ライブラリを提供する｡

注:略語説明

APL(ApplicationProgram),RDB(Re】ationa】Database)
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図3 STAR-Ⅲネットワーク構成

NP200およびNP30のルータの組み合わせによってLAN間接続網を構築している｡プロトコルはTCP/lPに統一され,業務オンラインホストシス

テムとCS間はX.25,HNAプロトコルで接続する｡

(TransmissionControIProtocol/InternetProtocol)の

サポートが必要条件となる｡一方,基幹業務を支援する

システムでは,高度な信頼性とセキュリティの確保がネ

ットワーク構築+Lの要什になる｡

STAR-Ⅲでは,これらのニーズを満足するネットワー

クシステムを｢自営LAN間接続網+として新たに構築し

た(図3参照)｡STAR-Ⅲネットワークの特徴について以

下に述べる｡

(1)自営LAN間接続網の構築

オープン環境のメリットを幸一受するために営業店LAN

間を接続する一方,通信データの安全性,機密性を確保

するためにプライベートなネットワークとする｡

(2)既存システムとの接続サポート

既存オンラインシステムとの接続インタフェースを変

更しない(Ⅹ.25,76年版,HNA,T-590/15プロトコル)｡

過信プロトコルの変換および中継機能は,センタおよび

営業店に設置されるCSが担当する｡

(3)高度なバックアップシステム

ホスト コンピュータ センタと各ネットワーク拠点

(東京,大阪)間は回線を二重化する｡また,ネットワー

ク拠点からスター状に接続された各営業店CS間はINS-

Cでバックアップする｡さらにCS障害時でもセンタバッ

クアップが可能な構成とする｡

(4)ネットワーク運用管理機能の充実

ネットワーク全体を円滑に運用するための各種機能

(各種運用コマンド,ネットワーク監視機能,性能･稼動

情報の取得機能,ソフトウェア配布管理機能など)を備

え,安全性の高いシステムとなっている｡

B おわりに

パソコンとサーバを利用し,金融システムの基幹業務

を本格的に実現した例は今までにない｡しかし,コンピ

ュータ技術の飛躍的発展･オープン環堵の急速な浸透を

背景に,STAR-Ⅲのようなパソコン･サーバを利用した

システム構築が今後の主流になっていくと思われる｡

STAR-Ⅲが,今回他システムに先駆けてWindows

NTプロジェクトに取り組んだ意義は大きい｡STAR-Ⅲ

の稼動を契機に,WindowsNTを利用した基幹業務の構

築がますます加速されるものと期待される｡
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